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弱い自分を素直に認め、その上で皆でつながって行こう。  
新型コロナウィルスにより、この国の私たちの生活は今、急激

な変化にさらされています。日常性、社会生活、他者との共存

についての私たちの常識が、これまでにない形で試練を受けて

います。 
  

何百万人もの方々が職場に行けず、お子さんたちは学校や保育園に通えず、劇場、映画館、店舗は閉まっ

ています。なかでも最もつらいのはおそらく、これまで当たり前だった人と人の付き合いができなくな

っていることでしょう。もちろん私たちの誰もが、このような状況では、今後どうなるのかと疑問や不安

で頭がいっぱいになります。 
  
本日は、現下の状況における首相としての、また政府全体としての基本的考えをお伝えするため、このよ

うに通常とは異なる形で皆さんにお話をすることになりました。開かれた民主主義のもとでは、政治に

おいて下される決定の透明性を確保し、説明を尽くすことが必要です。私たちの取組について、できるだ

け説得力ある形でその根拠を説明し、発信し、理解してもらえるようにするのです。 
  
本当に全ての市民の皆さんが、ご自身の課題と捉えてくだされば、この課題は必ずや克服できると私は

固く信じています。 
  
ですから申し上げます。事態は深刻です。皆さんも深刻に捉えていただきたい。ドイツ統一、いや、第二

次世界大戦以来、我が国における社会全体の結束した行動が、ここまで試された試練はありませんでし

た。 
  
私からは、感染拡大の現状についてご説明するとともに、政府や国・地方自治体の機関が、共同体の全て

の人を守り、経済・社会・文化の損失を抑え込むためにどのような取り組みを進めているかをお話ししま

す。さらにそうした取組において、なぜ皆さんが必要なのか、一人ひとりに何ができるのかについてもお

伝えしたいと思います。 
  
さて、感染拡大に関してですが、これについて私がお話しすることは全て、政府と、ロベルト・コッホ研

究所の専門家、その他の研究者、ウイルス学者の人々との継続的な協議に基づいています。現在、世界中

で急ピッチで研究が進められていますが、未だ、新型コロナウイルスの治療法もワクチンも開発されて

いません。 
  
こうした状況において、あらゆる取り組みの唯一の指針となるのは、ウイルスの感染拡大速度を遅くす

る、数カ月引き延ばす、そして時間を稼ぐということです。時間を稼ぎ、研究者に治療薬とワクチンを開

発してもらうのです。同時に、発症した人ができるだけよい医療を受けられるようにするための時間稼

ぎでもあります。 
  
ドイツは、世界有数ともいえる優れた医療体制を誇っています。このことは安心材料ではあります。ただ

し、あまりに多数の重症患者が極めて短期間のうちに搬送されるようなことになれば、我が国の医療機

関も対処できない状況に陥ってしまうでしょう。 
  
これは、単なる抽象的な統計数値で済む話ではありません。ある人の父親であったり、祖父、母親、祖母、

あるいはパートナーであったりする、実際の人間が関わってくる話なのです。そして私たちの社会は、一

つひとつの命、一人ひとりの人間が重みを持つ共同体なのです。 
  
この機会に何よりもまず、医師、看護師、あるいはその他の役割を担い、医療機関をはじめ我が国の医療

体制で活動してくださっている皆さんに呼びかけたいと思います。皆さんは、この闘いの最前線に立ち、

誰よりも先に患者さんと向き合い、感染がいかに重症化しうるかも目の当たりにされています。そして

来る日も来る日もご自身の仕事を引き受け、人々のために働いておられます。皆さんが果たされる貢献

はとてつもなく大きなものであり、その働きに心より御礼を申し上げます。 
  



現在の喫緊の課題は、ドイツに広がるウイルスの感染速度を遅らせることです。そのためには、社会生活

を極力縮小するという手段に賭けなければならない。これは非常に重要です。もちろん、国の機能は引き

続き維持され、物資の供給体制は確保され、経済活動は可能な限りの継続を図っていきますので、あくま

でも理性と慎重さに基づいて行っていきます。 
  
しかし今は、人々を危険にさらしかねないこと、個々人あるいは共同体にダメージを与えかねないこと

をことごとく縮小していかねばならないのです。 
  
人から人への感染リスクをできる限り抑えていかなければなりません。 
  
日常生活における制約が、今すでにいかに厳しいものであるかは私も承知しています。イベント、見本

市、コンサートがキャンセルされ、学校も、大学も、幼稚園も閉鎖され、遊び場で遊ぶこともできなくな

りました。連邦と各州が合意した休業措置が、私たちの生活や民主主義に対する認識にとりいかに重大

な介入であるかを承知しています。これらは、ドイツ連邦共和国がかつて経験したことがないような制

約です。 
  
次の点はしかしぜひお伝えしたい。こうした制約は、渡航や移動の自由が苦難の末に勝ち取られた権利

であるという経験をしてきた私のような人間にとり、絶対的な必要性がなければ正当化し得ないものな

のです。民主主義においては、決して安易に決めてはならず、決めるのであればあくまでも一時的なもの

にとどめるべきです。しかし今は、命を救うためには避けられないことなのです。 
  
こうしたことから、今週はじめより、いくつかの重要な近隣諸国との国境において、国境管理と入国制限

措置が強化されています。 
  
大企業・中小を問わず企業各社にとり、また小売店、飲食店、フリーランスの人たちにとり、状況はすで

に非常に厳しくなっています。そしてこれからの数週間、状況は一層厳しくなるでしょう。政府は、経済

的影響を緩和し、特に雇用を維持するため、あらゆる手段を尽くす考えであり、このことを私は皆さんに

お約束します。 
  
私たちには、この厳しい試練に直面する企業や労働者を支援するために必要なあらゆる策を講じる力が

あり、また意思があります。 
  
また、食糧供給は常時確保されていますので、どうか安心していただきたい。たとえ商品の棚が一日空に

なることがあったとしても、商品は補充されます。スーパーに買物に行かれる方に申し上げたいのです

が、ストックの買い置きが有意義であるのは、何も今に始まったことではありません。しかしそれは、節

度を守ってこそ、です。商品が二度と手に入らないかのごとく買い占めに走るのは無意味であり、結局、

他者への配慮に欠ける行為となります。 
  
さてここで、感謝される機会が日頃あまりにも少ない方々にも、謝意を述べたいと思います。スーパーの

レジ係や商品棚の補充担当として働く皆さんは、現下の状況において最も大変な仕事の一つを担ってい

ます。皆さんが、人々のために働いてくださり、社会生活の機能を維持してくださっていることに、感謝

を申し上げます。 
  
ここで、本日、私にとって最も重要な点についてお話します。国がどのような対策を講じても、急速なウ

イルス感染拡大に対抗しうる最も有効な手段を用いないのであれば、それは徒労に終わってしまいます。

最も有効な手段とは、私たち自身です。誰もが等しくウイルスに感染する可能性があるように、誰もが助

け合わなければなりません。まずは、現在の状況を真剣に受け止めることから始めるのです。そしてパニ

ックに陥らないこと、しかしまた自分一人がどう行動してもあまり関係ないだろう、などと一瞬たりと

も考えないことです。関係のない人などいません。全員が当事者であり、私たち全員の努力が必要なので

す。 
  
感染症の拡大は、私たちがいかに脆弱な存在で、他者の配慮ある行動に依存しているかを見せつけてい

ます。しかしそれは、結束した対応をとれば、互いを守り、力を与え合うことができるということでもあ



ります。 
  
まさに、一人ひとりの取り組みにかかっているのです。私たちは、ウイルス感染拡大を無抵抗に受け入れ

る以外になすすべがないわけではありません。私たちには対抗する手段があります。それは、互いへの配

慮から人との間に間隔を置くことです。ウイルス学者の助言ははっきりしています。握手はしない、手洗

いを頻繁かつ徹底して行う、他の人との間隔を最低１.５メートルあける、そして今は、特にリスクの高

い高齢者との接触を極力避ける。 
  
これらを実際に実行するのが私たちにとっていかに大変なことか、私も承知しています。困難な時期で

あるからこそ、大切な人の側にいたいと願うものです。私たちにとって、相手を慈しむ行為は、身体的な

距離の近さや触れ合いを伴うものです。しかし残念ながら現状では、その逆こそが正しい選択なのです。

今は、距離を置くことが唯一、思いやりなのだということを、本当に全員が理解しなければなりません。 
  
よかれと思って誰かを訪問したり、不要不急の旅行に出かけたりすることが、感染につながりかねない

今、こうした行動は控えるべきです。専門家の方々が、今は祖父母と孫が会わないほうがよい、と助言し

ているのは、十分な根拠があるからこそなのです。 
  
不要な接触を避けることは、感染者数の増加に日々直面している全ての医療機関関係者のサポートにな

ります。そうすることで私たちは命を救っているのです。接触制限は多くの人にとって厳しいものであ

り、だからこそ、誰も孤立させないこと、励ましと希望を必要とする人のケアを行っていくことも重要に

なります。私たちは、家族や社会として、これまでとは違った形で互いを支え合う道を見つけていくこと

になるでしょう。 
  
ウイルスが社会に与える影響に対し、さまざまな形で立ち向かおうとする創意工夫が見られます。おじ

いさん、おばあさんが寂しくならないよう、ポッドキャスト（→インターネット上で公開される音声や動

画のデータを、パソコンや携帯音楽プレーヤーに取り込むシステム）を録音してあげるお孫さんなども

一例でしょう。 
  
私たちは皆、親愛や友情を表す手段を見出していかなければなりません。それはスカイプ、電話、メール

であったり、あるいは郵便の配達は続いていますから手紙であったりするかもしれません。買物に行け

ない高齢の人を近所の人が支援する活動など、すばらしい取り組みの例を耳にしますし、きっと他にも

いろいろできることはあるでしょう。私たちは、互いに置いてきぼりにしないという共同体の姿勢を見

せていきます。 
  
皆さんに呼びかけます。どうか、今後しばらくの間適用されるルールを守ってください。政府としては、

再び戻せるところはないかを継続的に点検していきます。しかし、さらに必要な措置がないかについて

も検討を続けます。 
  
事態は流動的であり、私たちは、いつでも発想を転換し、他の手段で対応ができるよう、常に学ぶ姿勢を

維持していきます。新たな手段をとる場合には、その都度説明を行っていきます。 
  
ですから皆さん、どうか噂話は信じないでください。様々な言語にも翻訳されている公式な発表だけを

信じてください。 
  
我が国は民主主義国家です。私たちの活力の源は強制ではなく、知識の共有と参加です。現在直面してい

るのは、まさに歴史的課題であり、結束してはじめて乗り越えていけるのです。 
  
私たちはこの危機を克服していくと、私は全く疑っていません。ただ、犠牲者数はどれほど増えるでしょ

うか？私たちは大切な人を何人、失うことになるでしょうか？このことは相当程度、私たち自身の行動

にかかっています。今こそ、固い決意のもと、皆でともに行動するときです。制約を受け入れ、互いに助

けあうのです。 
  
現状は深刻ですが、この先はいろいろな展開があり得ます。 
  
ということは、一人ひとりがどれだけ自制してルールを守り、実行するかが、全てではないにせよ、今後



の展開を決める一つの要素なのです。 
かつて経験したことのない事態ではありますが、私たちは、思いやりと理性を持って行動し、命を救って

いくことを示していかなければなりません。例外なく全ての人、私たち一人ひとりが試されているので

す。 
  
皆さんご自身と大切な人の健康に気をつけてください。ご静聴ありがとうございました。 
 
 
メルケル首相 

アンゲラ・ドロテア・メルケル（ドイツ語: Angela Dorothea Merkel、出生名：アンゲラ・ドロテア・カ

スナー／Angela Dorothea Kasner、1954 年 7 月 17 日 - ）は、ドイツの政治家。2000 年から 2018 年ま

でキリスト教民主同盟 (CDU) 党首を務め、2005 年から第 8 代ドイツ連邦共和国首相を務める。ドイツ

の歴史上初めてとなる女性首相である。 
父系はポーランドにさかのぼる。帝政ドイツ時代の 1896 年にポズナン（ドイツ語ポーゼン）で生まれた

ポーランド人である祖父ルドヴィク・カズミェルチャクが第一次世界大戦でドイツ軍に徴兵され、戦後

に除隊したのちベルリンに定住、グダンスク（ドイツ語の表記ではダンツィヒ）出身のカシューブ人ヘル

リント・イェンツシュと結婚、長男のホルストが 4 歳のときの 1930 年に姓を「カズミェルチャク」

（Kazmierczak）から「カスナー」（Kasner）に変更した。この祖父ルドヴィク（ドイツ語の発音ではルー

トヴィヒ）はルター派プロテスタントだった。 
アンゲラはハンブルク（自由・ハンザ都市ハンブルク）で生まれた。父ホルストがベルリン＝ブランデン

ブルク福音主義教会（現ベルリン＝ブランデンブルク＝シュレージシェ・オーバーラウジッツ福音主義

教会）の牧師として東ドイツに赴任することになり、生後数週間のアンゲラは 1954 年に両親と共に東ド

イツへ移住する。母はラテン語と英語の教師であった。東ドイツでは教会は反政府勢力の拠点であった

が、カスナーは政府に「進歩的勢力」と見られていた会派の所属で危険視されておらず、西側諸国へ海外

旅行できる特権も与えられていた。（ウィキペディアより） 
 


